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る｡そのメカニズムとして本ペプチ ドがアポ トー シスを誘導することを報告している｡ま
た,invivo実験においてもdCPRs-p53C'-riHA2は有効で有意な生存期間を認め,特に有
害な副作用を認めておらず,この長期持続型p53カルボキシル基末端ペプチ ド導入法は,
今後臨床応用も期待できる治療法と考えられるO
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
